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ために、被害の様相は大いに異なるので童烈な熱線去爆風の効果がある

あるが､ここでは放射能に限って比較している点に注意したい。
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．；．・

し、これを故意に外部に放散させ!る行為に対してば、厳しい国際的非難
：

が浴びせられて当然である。：
ハ
イ

◆

I



ー

qe

●

一

‐
Q●

0
6

9

j

●●

●■

●●●●
｡｡●

@ ●●

。｡睦

申●

●①

●●

6●
●●① ●一

●■●
●

●

I
q､
● ｡●

■0

●日

8

● Q

●●、｡●●凸､､･:_.f･_､･oiざ。.。 ●。。‐・‐Q‐；塾喜：● Q●

放射龍景の比敦．孑炉圭核嬢弾及の：.……．‐.．：．
e一

第3､函堤.pceco-｡coPG･Bc.．．,．．．．
◆*

｡

● -■ロロ●■Gd・・・p●｡｡．●●

● ●■●●や■‐

●●●ゆ･。．。：2爆発後の放射.．． ．・の爆弾核分裂．”，
Q

ノ・メガトン．●

、

◆

●･●
■

●‐

●
０
Ｑ
咄
●
●
Ｇ

‐
》
錦
鯉
》
蕊
鷲
聯
榊

。
。
亀
談
。
．
。
・
・
・
・

■
。
◆
●

孝
完
。

。
。
や
。

●
。
。
●
毎
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
》
●
・

叢

。
《
■
●
わ
●
欲
●
｝
。
●
。
Ｏ
●
●

溌
鯵
懇

●
●
や
冬
。
。
◇
や
●
●
●
わ

！
Ｉ
１
１
１
１
‐
ｉ
‐
！
ｉ
職

０

。
。
ｙ
善
沌
。
。
》

f･;．､Iも．．..．..･･･宮'･･：･･苧･‘..●◆0■･･■も①｡d
o●｡●o●2－■．凸

炉の停,E後の．
●●UO

水 、万剛鐸．．．
●

能畳匂尭／‘0．．．．．．￥．．．．
●

■●■

1％，。｡．．§8．．．･･･．．。’－．．《．●■'■●Gc

eG◆
ゆ ●

蛎心内.放識能.=(b)."･比熱した:o･:････:･:≠・皇

●●●口

0●~0●●●●●●｡･･．＄◆o●●｡･･。。､0．・・．『●。●・0・・
・■g●●0Ce夕ゆ･・0●●●■90●0f・・。』．、。‘．。．。b

、●．｡・f・。・・・80・・・伊。．．
●O由●ロ。■●●

● ■■B

縦；
｡

●●

喝.．.､蟹：
●

●

鐸匂・
‐ ●●

．．、参二呼号
･

ー

● ●P

■■

①■

0 〃 凸0●08子

G●｡
CO､8．8甜・0 ①F・1．

Ｏ
ａ
ｄ
ａ
Ｊ
Ｑ
Ｏ
仙
苅
！
‐
ｌ
‐

。
０
●

．
・
・
峡
溌
迩
岬

１

．
Ｆ
毛
。
０

●
●
●
●●
●
ｏ

〆
一
口
●
０
●
●
●
Ｑ
一
冊
０
●
■
０雷
雪
辱

》
一
切
一
口
』
四
コ
ご
哩
口
ニ

ニ
■

●

●
●

。
．
。
恥
轄
》
・
』
動

で
銅
□
。
．
●
守
》
《

●
。●
●
●
。
ｅの

申

●
Ｄ
ｏ

Ｃ
Ｇ
Ｄ
●
■

。
■

①
●
●●
●

●
●
凸

４
－
■
●
一

９

凸

●
●
●

①
●
●
●
●
０

●
●
》

ｰ
＄c_． ●●■●写二三

I
●0

l』向ハ‘･I I I1:F子
e

Q■

●be ｡｡

li ’ I
〆。

;II.ll
の

角も§･患
●､■

、
0

■●

－● 0◆ へ●●ー
●

の合■

一心■■■-｡■、
●■鉄｡■旦口●

●ウ 00 』b●●p●弓~。』伽 0s●、●、晒鋲10叩旬 ●●｡･ ●●
c弓I 0戸

t 18CD

1･12 魂.lbJ

誼
ｏ●

Ｄ
Ｏ
Ｄ

●
０

I I11億 ＃
，0，晋lfO

夛忌､『 ■

｡■やら ■■B

●●

●①
G口

､
I－－p－魂6 ロ

9

H1I I丁
8．131： IJL.1.(･4．1．引・I仏【I認 I言匡函CQ⑤ 炉 q■e弓。

□

09

！IJIIII」
“

1Ij:↑ 0●
●◆●

●●
●●●●

QQ0 0 0
08

0 88，
●●

■0

!lllll.･.II．1●●●●
●e

●

ずf・
碗

101B
口や｡O

●、■●■●9
●■●』

0一

,’ I 』|I州‘
●●O●

●9●●●
Qｰ

0

4
I Jfル口

皇
署
。
冨
一
畑

券
。
。
－
８

●①

■■

。
。
－
８

。
。
－
８

●0

－夢
一一

,0.・【

'夢
一

・【

ー ｡
16●●

I●ロ●

MIIIIII llllIIIIIIIII1illllll
、Ｂ
Ｄ
Ｕ
■
９

９

●●

●■

､

●●

.、IO171
．．＄．1 fylo4..:165..』

a● ◆

lO2#．･.ib3
●

Time(hDIDrs).･.

●●●
d

』O・・:．

８
●
○
９
■

の
。
。
“
Ｇ
釦
小
型
与
覗
●
ｐ
配
』
●
鈑
峠
・
語
叱
少
・
●
必
●

瞥
恥
・
・
一
亜
唖
叱
．
、
．
》
．
》
●
一
報
》
・
診
・
．
》
●
齢
・
や
諺
・

●

●

Ｐ

・
・
・
一
罪
《
．
『
・
叩
恥
咽
口
織
一
。
《
。
》
》
ｏ
・
唯
一
。
》
。

。
■
一
合
呼
哩
甦
訳
凸
Ｇ●、
軸

●
Ｃ

ｏ
ｏ
。
．
．
。
◇
も
。
今
。
０
●
”
。
秒
●
辛
口
。

●
。
ｅ
、
●
一
●
◇
●
●
●

●で●

●●▽与●●0口O
●し●●の

閥ノBq=.297"×ノケ//:9ユ
●●0●

4

－ ●8｡｡●、.■し●

も。。．<・・津・&－．．： ●

‐

●

0
へ

●

■■■



１
１

8．1
00

1階.；

‘'1
|！］I!ilID

lil
O●00

1．：1．

｜；;′
●●

1：6．；
1.･1.i

llii
』‘

■

11‘・ill
q
●

｜
●00

1
I

●●

|■｜●I
|||||!!;期 ｜：1．
'1:’

0

1

1…li・・‘1
2i11,!
｡

■

Ｄ
ｆ
旬
０
ｅ
■
■
ｑ
●
■
。
■
Ｃ
●
●
●
■
一
●
■
、
■
■
●
■
■
ロ
ロ
■
■
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
■
ロ
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
配
■
■
も
▲
●
０
》
Ｄ
も

e●－

◆●

. 10.･･

以下では､そのような意図をもって攻鑿するとした場合の幾つかのシ

ナリオを想定し､､その際の被害について検討を行う。ただじ､.今回の調

査でば核兵器による.攻撃は含意れて.いない。

3－1.シナリォヱー補助電源雲失．：．。
｡

● ●●●●●●●●

．・第1･のジナリ:オとして､.発電所のもう構助電源のすべてが破壌された

場合を考える。．『．.・ヲ,．．:.．:．．.；．‘;.：？．．．
●

●

●

○

発電所が運転されている間は、所内の運転維持に必要な電力は、自分｡

｡ ①●OG●
・o●も。。．．．．。｡●。・0．．：。。・

休・の発電したものの宇部を利用すれ感泉りる。しかし原子炉の運転止甲
の

は、 すでに戒べた余熱(謝壊熱)の．．‘、虹理な湾小あにもポンケ猿の達転な｡

●●●00●●｡□

ず通議は送ど蒼干の動力を別に確保しなければな:ら、、電緯を利用して､．

:式“､畠獺臺を窪って利誇る息臺らに薪内には~1－篝ﾙ発雲：強に外．．．、．．.←

０
ｄ
Ｂ
■
■
Ｑ
日
日
■
■
″
■
，
●
●
■
Ｕ
Ｄ
Ｂ
ｒ
■
■
、
●
０
口
■
■
■
且
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
●
ｏ
ｐ
Ｌ
ｐ
Ｊ
Ｄ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
０
０
■
■
■
■
Ｄ
Ｃ
０

気
の
す
壊
こ
、
を

電
そ
の
破
・
ず
が
“
熱

の
、
・
源
を
・
る
る
、

ま

の

雛
ゞ
一
柵
・
・
癌
鮴
一
鮒
鮴
一
》
一
．
恥

や
ら
‐
’
‐

か
・
・
・
の
．
》
．
．
．

獅
一
・
》
蝿
．
》
の
・
電
．
問
に
‘
る
．
．
．
．

●

鍛
内
？
．
●
の
．
が
．
・
・

坐
閥
：
‐
い
ず

●
日
ロ
』
■
■
●
■

、
の

薄
“
・
・
・
・
内
“
．
‐

て
：
、

蹄
合
鏑
・
揮
卵
恥
．

複
・

●
、
■
．
●

綱
っ
》
・

蝿
勅
‐
鋤
一
脚

’

一
廷
・
・

で
．
れ
・
備
・
．
：
．
一
一
鮒
、
鋤

●

《

設
．

◆
冬
一
・
〔
一
●
恥
●

意
・
式
．
、
・
設
関

用
．
る
．
・
・
・

の
に
卵
破
．
え
．
が
・

電
・
紬
‐
“
》
・
を
力
嘩
・
．

も
．

、

灘
》
轤
一
・
鯛
．
鋤
』
鮒
一

○
○
口
画
”
０
９

，
１
″
・
・
て
怠
》
受

織
・
到
一
え
．
・
・
・
恥
送
．
》
そ
、
‐
ゞ
．
雷
言
．
．
，
：

緒
、
ノ
の
、
．
ほ
・
・
い
・
ぜ
．
，
噂
。

Ｉ池
晶
・
に
．
．
。
．
”
内
里
・
い
な
．
．
。
、
陣

毎
・

止

瀦
．
鋼
・
断
呼
溌
．
、
穂
．
一
鵬
．
・
飢
一
誠

電
．
．
”蕾
．
．
§
．

で
．
《
い
・
芝
、
、
力
》
転
酔
渥
騨
く
．

、
仏
マ
●
●

た
．
・

蚕

ｌ

ま
．
．

な
あ
ゞ
な
か
、
．
旧
・
連
・
ガ

壜
生

．
・
ろ
．
・

線
復
の
．
発
ど

き
・
た
．
．

。
、り
・

で
る
．
ゞ
，
電
・
・
範
や
．
．
の
蚤
」

時

郡
・
・
・
《
。
》

●
Ｇ

津
鶏
．
・
・
送
》
．
●
き
・
即
・
、

誠
，
．
《
っ
．
．
：
原
繍
：
出

↑
が
・
和
・
秤

繊
か
、
の
び

域
．

、
ノ
・
で
。
を

数
．
・

障
度
こ
．
を
、
合
一後壜

複

敬
譲
そ
・
噸
れ
・
場
の
へ

く機
力
・
信
さ
の
・
そ
‐

●

外

◆
●

ｂ

■

●

●
９

●

●

◆

●
●
●
●
●

●
●

●■
△
■
●

●

。

９
●
Ｏ

◆
●
４
４
■
Ｈ
８
０
Ｇ
ｏ
Ｄ
Ｏ
。
■
●
Ｒ
Ｕ
０
呂
日
９
９
■
２
９
０
日
■
■
Ｕ
Ｄ
Ｂ
■
■
●
Ｇ
■
■
口
Ｒ
ｕ
日
日
０
白
日
Ｕ
・
■
■
０
●
Ｇ
６
９
．
●
Ｑ
■
０
◆
●
口
■
凸
◆
●
■
Ｕ
● ( 篭熱

｡し｡･･●●金｡●

く、従って外部からの攻撃に対し比較釣弱い状況にある｡・・

蓄電池は最も信頼度の嵩い請勤電源どじぞ謹置されており､外部か
●申◆も

らの攻撃には最も抵抗力が高いと思われる。

しかしながら､､破篝工作を受けた場合には､これらのすべて､ある

いはそれに係る電気系統のすべてが破壌されその機能を失う危険を考

■
Ｕ
▲
■
Ｚ
■
且
■
■
日
日
■
日
■
■
■
且
″
■
■
■
■
■
■
■
■
■
一
〃
■
、
口
巳
■
■
Ｂ
■
■
■
日
日
■
■
■
■
■
口
■
■
■
且
■

０
■
■
■
■
■
■
■
、
巳
●
●
Ｕ
●

◆
●
●

凸
申
●
。
●
●
０
．
●
●

●
色
■
●
●
●
●
●
■
Ｄ
Ｏ
Ｃ
争

●

0①
ゆ●

●

◆

0

●

●0
9



！

０

０
●
□
●
●

●
●
●
④
●

●
●
由
●

Ｏ
●凸●
一

。

Ｃ
Ｑ
●
●
●
。

。
０
●
●
●

●
●
０
己
の
●

Ｏ

●
●
●
●

｛
度
・
の
．
．
・
・
“
．
．
・

一
鮴
》
・
》
・
識
》
・
・
・
〃
《
燕
・
・
・
・
．

◆

で
．
、
つ
．
．
ま
・
・

繊
対
・
嘘
．
綱

０

．
国

つ

Ｑ

の
り
．
プ
ー
心
冷

●

破
ｊ
き
る
・
で

．
ら
な
．
ン
・

炉
次
．
．
、
．
録
、
．
と

こ
：
ケ
．
・

一
、
動
・
す
．
・
・
・
の
。
：
●
く
《
‐

れ
．
・
ポ
の
、
．
』
果
．
力
こ

ら

事
・
用
こ
・
ど
て
：
言
器
・
”
↓
・
趣
と
く
・
多
。

’

て
・
１
．
。
．

、

・
そ
・

迄

●

容
れ
気
く
．

低
い
０
０
‐
芋
、
。
。
⑫
一
昨
・
続
の

水
。
§
る
力
壺
の
ぞ
し
・
つ
・
・
・
は
．
。

ａ

●

。
、
●
ロ
グ

孔
．
ら
い
、

関
取
．
い
、
な
・
や
そ
．
質

●
■

熱

く

り

通
．
に
・
か
．
・
生
て

つ
・

な
な
．
、
水
．
と
、
物

な
・
よ
・
・
発

過

貢
、
昇
料
出
・

大
海
き
・
い
、
し
．
．
．
は
．
性

万
・
心

く

り

な
童
に
・
で
・
・
な
．
昇
・
出
旅
》
の
上
・
の
射
に

燃

か
。
』
・
度
融
る
熱
中

少
．
が
。
》
く
・
視
・
・
れ
上
吹
．
放

炉

圧
．
つ
う
、
温
溶
余
・
で
魂
気

・
再
、
。
●

御
と
無
ざ
も
・
て
．
．

◆

力

Ｏ
○

国
防
、
も
・
出
、
・
・
力
．
口
の
．
》
・
Ｋ
．
さ
・
、
こ
・

失
ず
は
た
．
大

な
の
ち
険
．
圧
な
・
そ
１
．
．
を
・
・
か
質
ま
出
、
り
て

ロ
一
℃

．
．
、
ｌ
″
》
び
．
、

そ
・

定
設
・
う
危
・
連
も
．
と
」
・
る
・
き
・
・
・
・
ま
．
；
し
・
・

働
物
、
放

哲

の

働
も
性
．
れ
．
・
・
に
・
・
た
．
・
通

安
・
施
の
る
る
峠
・
あ
・

嫉
諭
・
昇
に
の
Ｓ
射
さ
内
・
に
る
・
を

●

●
日
Ⅱ
Ⅱ
８

９
小
口
０

日

Ｑ
Ｂ
画
■
■
巳
●
●
不
・
電
系
れ
・
れ
タ
・
ち

●０
。
■

（
歴
）
毎
画
◇

０

。
●
○
、

辻
器
納
Ｃ
放
・
器
・
底
所

轍
落

の
発
さ
・
さ
の
の
へ
・

勢
駐
撃
な
設
・
水
・

容
柊
Ｅ
・
た
、
の
箇

臓
器
賦
．
損
。
．

●

勃
魂
熱
・
み
施
・
の
．
、
熱
率
加
、
．
、
め
い
潮
．

●

自

情

、

政
ご
抜
，

繩
・
班
Ｉ
れ
た
て
っ
，
・
・
て
破

儒
繩
の

会
・
原
・
・
余
・
力
．
と
炉
．
．
内

●

故
わ
．
る
れ
よ
・

・
社
る
．
、
・
続
炉
・

分
子

毎
ば
・
系
原
・
呼
格
度
な
’
い
ら
に
．
で
子
け
器

榊
こ
．
て
あ
融
合
原
と

●

部
・
室
●
．

●

。
。
◆
、

温

対
れ
気
．
力
し
、
容

．
△
、
ロ
”
■
○
章
Ｑ
－
Ｕ

－
』

－

１
’
な
．
的
に
・
い
《
・
の
高
・
そ
れ
込
溶
割
・
は
ヵ
納

す
電
の
．
熱
昇
．

●

。

識
嘘
．
識
雲
わ
じ
料
卯
心
畷
輔

も

え
界
作
・
言
の
．
Ｉ
・
る
上
開
．

●

失
閉
燃
炉

を
世
・
・
・
・
そ
９
に
．
§

工
付
オ
オ
．
カ

ロ

●

る
年
、
。
お
し
．
リ
生
鎚
第
弁
容
ろ
・
・
気
・
が
．
に
ゞ
だ
種
た
つ
ら

瀧
る
な
．
・
い
・
、
癸
・
．
・
塚
全
納
・
あ
て
．
‘
中
き
か
・
け
よ
・
ざ

鞭
・
唱
・
橇
：
、
》
．
《
・
と
・
に
、

、

近

さ

プ

格
．
、
ｉ
好
惑

え
は
．
あ
一
・
な
．
シ
、
蕊
．
鯵
安
：

●

一
・
力
、
化
・
兵
．
・
料
莎
．
て
・
・
・
熱
．
出

■
●
Ｃ
Ｏ
●
、
句

●
●
●
一
■
●
．
》

◇
．
・
・
一
丸
。
。
。

●
●
●

■

■
●
◆
●
争
廻
●
■
●
●
●
●
●
●
■
■

■
●
◆

●
■
●
●

。
●
●
●
●
●
●
よ
●
●
●
ｑ
◆
●

●
。
●
①
■
●
●
●
◆
●
●
一
●

●
■
●
●
④
◆
。
《
●
○
岳

●
凸
●

色
●
。
●
●
●
●
●
■
◆
●
●
●
８
－
●
●
●
■
■

■
■
●
●
。
。
●
●
●
。
●
ぷ
●
。
●
●
■

■
●
●
●
●
■
●

●
の
《
●
●
■

■

。
●
●
●
●
の
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
。
。

。
旬
●
■
●

■
●
■
●
①
●
●
Ｑ
己
●

ｂ
●
ｇ
●
●
●
●
■
●

《

己
Ｂ
ｅ
。
■
ｅ
●
●
●
●
一

け
■
９
●
●
●
●
■
●
０１
型

●
凸

・
０
●
。
。
●
。
●
口
ｃ
ｃ
Ｑ
９
●
０
．
二
口
Ｂ
一
日
凸
〃
、
■
《
Ｄ
Ｃ
《
ぜ
■
や
Ⅱ
″
Ｄ
い
り
ざ
８
二
可
咀
■
Ⅵ
●
○
○
０
つ
Ｑ
ロ
ロ
ロ
叩
０
９
勺
ご
ｇ
Ｑ
密
■
″
、
寸
迅
卓
ぜ
『
４
口
き
■
○
○
二
『
凹
幻
ロ
ヨ
タ
唾
”
今
訂
翠
苛
竜
コ
ロ
詞
画
一
汀
ヨ
幻
ゴ
画
■
『

①

●
●

ｐ
●
●

◆

卜

■
｝
●
．
■
■
■
■
●
●
●
。
●

ユ
■
ｑ
ロ
グ
■

●
■

≠

四
劃
■
包
む
。
■
麺
麺
壷
画
■
菌
ロ
塞
釦
勾
軍
垂
沮
呈
包
ユ
ュ
■
■
母
君
■
■
■
国
”
処
旬
画
コ
エ
ゼ
竃
●
狸
で
Ｚ
室
５
口
凹
里
冠
麺
迅
曇
動
麺
勾
逮
軸
塁
靴
町
耳
金
稲
且
習
ｂ
早
４
ヨ
ロ
ー
１
４
７
０
〃

刀ような過程の中で、燃料棒の破裡宮

0

:.".､産作用して水蒸気爆発を起す可能性もある。しかし最近の原子力安全

研究の結果では、水蒸気爆発は仮に発生しても、破壊力の点で、さほ

ど重大ではないと判断されつつある。

また別に、原子炉容器の底が抜けた後、とけた炉心が格納容器の床

の上にたまり、･床のコングリー.ﾄが破壊され、土中に沈降する可籠性

．が考えられる。．
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かつ今日の誘導型爆謹(ミサイル)のもつ命中精度は極めて高いの･で寸・

格納容器攻撃が一旦実行されれば､、その器壁が破壊される危険性は高貼、

．と考えねばならない｡．．

次に原亭炉容器であるが､それは肉厚の鋼製容器であり、その堅牢さ

・からみて、1個の驫弾によって格納容器と同時に破壊されると僖考えら・

れな．い｡･しかじ破壊した捨納容器の碇片により､:あるいは貫通後に爆発
：．．．,.、．．

、する仕組みの爆弾によりも格納容器内の各種機器とりわけ配管類は被害

・を受ける可能性が高い。

この謁合でも､補助電源の一部がなお健全で､ECCS(多重に設けられ

た非常用炉心冷却系).も必要な機能を温存しておりく余熱除去系もほぼ健

全であるならば、外部に被害が及ぶよ･うな事態には至らない。：・・・

一方＄原子炉容器から出ている配管系(.1次冷却系)が破損して

LOCA(冷却材喪失喜故)が発生し､かつECCS系も破壊神左場合や､狢

納容睾攻撃と併せて電源系続蝿壊されたり､あるいは余熱除去系の末

･．端が破簔されたりした場合には、やがて炉心は溶融するに至り、すでに

、破損Lている格納容器を通り抜けて大気頃に放縦物質が放散される。

、;:どのｼﾃﾘｵの場合の大誠特徴は､格納容器め濃能が真先に失われ
‐てお.り、炉心の溶融後直ちに､.あるいは比較的すみやかに放射性物質の

，大気放散が始まるところにある。．
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3．－．3．シナリオ．皿一原子炉の直接破壊

・第3のシナリオと.して､格納容器とその内部にある原子炉に対する徹

底じた攻撃を取り上げる。、

命中精度の高い誘導型爆弾(ミサイル〕を数個用い,て、稽納容器のみな
､らず､その内部にある原子炉容器を破雲し、さらに演心をも爆破するも
この場合の現象の分析ば難しい。・

破壊され津炉心の~部が堆穰することもあれば､逆に粉砕されて広.く飛
戸

散するかも知れず、その状況に応じて燃料檮ない.しその破片の温度上昇

の様子は相当に異なるものと思われる。そのため､.先のシナリオⅡの場
■．． ●●．

合よ．りもさらに苛酷な事態になる恐れは大きいとしても、詳しい分析ば
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』．被害の推定・・・．；・

4－1撞定の手順、．．．"．：：

前節に述べた攻撃のシナリオに基いて、原子力発電施設の周辺に生じ

･ろ被害を推定するためには､大略以下のよう芯評価作業を必要とする。
i)施設か.ら大気中に放出される放射性物質の種類(放射性核種)と量の

推定。．：．

世〉それらは気体あるいはミク.ロン程度の掻粒子状となって空気索に浮

：遊するが､それらを含む空気の塊り(放射性雲という、ただし目には見
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あれば、相当の蕊がらじさで、その種の苛酷な事態をひきおこしうる

点に大きな拒違がある〃。：．．．
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iOO方蠅軽水炉の場合､炉心内の放織の量臘運転履産によって若
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り:､その中から重要度の高いものとしで54核種(塗"を選び出し(5.1×109”
キュリー)、その核種ごとに適当な放出割合を考慮することによって

大気中に放譲される放射能量が推定される:｡《塵3）．

(注23半減鶏が30分未満の.もの繼略されている6).。．､
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附．録

A.イスラエルによる原子炉施謹爆撃
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B放講鵠影響

・放射線が人体に及ぼす影響についてばくすでに報告書亭文.“－2．

・節)で簡単にぶれたところであるが､ここではその問題についてやや詳し

く解説することとする。．
：．．、

1．放射線影響の種類

､放蔚線影響にはく大別して、放射親を受けた個人又は集団に発現す
●。

る影響(身織影鯉いう．〉と､その子孫に発端る影響(遺伝豹影響）

とがあ･るd前者の身体的影糊こQいて.は、その発現の時期によって二
:l....

つに大別ずることが出来る6－コは被曝直後､例えば､60日程度の範

囲で識があらわれる急性庫鎌<何年もたってから影響が窮駒うれ

る暁堯性障謎でおる。…
2．全身外部被罎による急性障害

『“握曝でざ,醗雲血0錨未誇の繩を-時に受けても､大人の
！．．

。場合は重大な結果にばならないが､乳幼児の場合は健康障害を起こす
．｡｡。 ＆．

．．．．こ・とがある。．．．．

％：・1ないし2Gyの全身照射で膳大人の場合吐気を催しも嘔吐するこ

ともある62Gy以上になると籍ての人越年令､健康状態､その後の

‐・治療の程度に応じて､何らかの症状を呈する｡．

．．:-亨方､極めて大きな譲量ﾐ例えば20～30Gyになると循環系及び中枢

神経系に重大な障害を生じ､数臥または数時間以内に死に至る。
.LD,彦少・

英国の調査'>では､空中線量450Rでは50%の人が60日以内に死に至

／'ろく暑れを恥,"誠Iま単にLDs@繋ぐ)｡このと倉の人体の中央深部
線量は3.2Gyに相当する。さらに500～600R(中央深部綜量は4.3Gy

以下)で臆90％の人が死亡する。中央深部線量4,6Gyでは全員が死に

至る。その主要な原因は骨髄の被雲による。

、被曝線量が3乃至6Gyの被曝者に対しては適切な救急医療によつ
て救うことが可籠な鶚合がある｡副ち､そうすることによりLD鰯の値を
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UNSCEAR(放射線影響に閨する国連科掌委員会)はこれらを蟇に

拳難燕信別臓器ごとのガ学のり率ク係数を出し、それらを包括したり

篭ズ燃數を出している｡その値は描_齢たり,6-倉である｡この意

●

の②

幹：
●

0

･味はiO万人の集団が1inGyを被曝すると､それによる各種のガンの発

"生総数は10入である。またぞの統計的不確かさの大きさもこの値と同

:蝉度である6またICRP(軍鐸塗射霊露謹委員会)はこれより少々保

●

●

●4■

していて､侭篭寺譲り．､1.25X10-2としている。

)。

の●｡

◆

●令

X,:..M遠のリスク評価は零かなりの高線景で高線号率の場合に得られた棺．。｡of。

｡ ●DQ●●
。ざ。．、．、●

蝿線景域へ直線釣に外挿じたも.ので､低『,EI,-放射線(Y､β宇線)･･
●●

●●

＄

:…蝿加俸守的な瘡になって1,ることIま壜ぽ確かであ員;ノ‘：
3)ではリスク係数を1.22X10-2/man-SVとする:．":.､'簿で米園の評価．．：．、

ずぶ、．･･･．。｡．

鶴豊拳が低い場合はﾘｽｸが低下すると考えて､0.01Sv/日以下難．.ガ
●。●■Qや。◆●．Q●●
。､％・ン・;。．．。、
旦謎鋸.為･』,．．．.

;."r語薩避硬舌､.0.01～0.1St/日では0.4を掛けて評価している．｡G･・f・・：
● ●●0。．-．
■･0。b･9｡、C
G凸｡｡

.P:｡:．‘・・0．．．．．

’.”錯鐘・・・．．．．．．.!;;鋲･胃．
．g・；････､o00oO●｡p･

鑓伝的影響の実験的研は入悶について徳不可能であるので、
．｡－●●

究 大部．・：．.＃．
●●

：．・蕊､．v:.･¥、．”．．．．．．g_D･QO
,:.:.!."“鐘マウスの実験によるものである｡卵SCEARによると､10万人の．、Jo3･

分
・ ・。．f，：。G

鼻｡織勢冨陥諏壱華伝的言童線刷Gyあた:り､強伝欠陥の生ずる数は20000..
誤'申も｡....．｡D

:簿熱でいる｡これ蠣線量率の場合から低綜畳率の場合への唐線的外
i禅織から識ら崎す=る値を示すことに蝿う｡繧準釣糊嶺§

ひ

もつ人口集閉では、うける線量のうち約40％だけが今後子供を震む
｡－__写

。:、溌奄
0●●●
･●0句タ0

0.ee

§鳶.．￥可能性をもつ人鐸に関係するから、この実際の人口集爾における遺伝
e■

■

要j次龍の発生する割合は8XlO~3Gy~'となり､これが御洲に頁って
．D･ロ｡●①申凸

要れる｡､この数値は致死ガンの発牛割合の諾であり、子供と孫だけ(F
●
●

､ ●･I＄.-．

限るとにその割合は半分になり4xlO~5Gy~'となる。．更
● .
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放射線の人体への影輯に関しては、国際的に共通した理解が進んで_■●

‐
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C:大気拡散、

気体ないし微粒子状の放射性物鴬が大気中に放澁されたあと､:それを．

含んだ空気の塊り(放射性プルームまた瞳放射性雲)偉風によって風下に

移動しながら、上下左右に拡がっていく。この大気拡散の議相は、その.、

時の気象条件によって大きく異なり、とくに国風風達､大気安定度(後

述)さおよび降雨に関係する｡.また地表からの放出高さや､地形によって

・も影響される｡．． ｡：、

我が国では発電用原子炉施設の平常運転時および想定事故時におげる．

被縣室評価の目的で4大気拡散の詳赤方法が指定されて唾る(発電罵原
●●､

子炉施設駐安全解析に関す:る気象指針についで、昭52.6:14.､原子力委
L●■

員会；献昭57.1.28､原子力安全委員会)。

評価のための薑本拡散式}坪担な地形を仮定し､.かつ問篝とする時間
・ら8．8。．。；・

あ閨<:気象条停廷走斎欺謹れる。 :0.

｡(差:現実には､風向の変動によって拡散は助長され､また大気安定度の
、変動によって結集は平均化される傾向にある｡.〉・

。．、蝿：。・

定常な放出源Q(ci/gec)により地表高H(m)かち放出される場合､そ

の風下方剛m)､水平漬方向ｳ(血)､鉛直加z(m)における放射性雲の
濃度X(x,y,z)(Ci/f)陰、ガウス分布の形て

Qy%.y2

（可-耐）.X(x,y,z)=.--rFexp
･27cdydZU

）柳(皇竺器)〕
．（乙弓H)2

〆×(帥(皇一頭
へと表わされる6ただしUは放出高さにおける平均風速(.m/sec)､的お
,よびびzは水平および鉛直方向の拡がりのパラ･メータ(次元:画)であっ

て、その値が大きいほど良く拡がる。

（注:地面より下には拡散しえないのでgX/"zl學､0==0でなけ．
・ればならず、それゆえ数式上z==Hのところに鏡像源が舅われる。).
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原子力発電所では蓑義調童の段階から気象観測を崇漉して年悶の気象qO.

。。：
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次．以上述べた基礎知識に篝いて必要な線壷評価を行うたやにのような
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出線伴なって、放射枠雲からるカン竜．によ
り

鋳に､放射性雲の演過に．
白や

｡

、●の

■●

I 。｡－0・､．6：

讓熱亀蛎遼(空中繊;単位”ﾄゲ刎琴める．そのため写I．．”‘・蚤
0口｡●●ﾛ■0

与えられた放射忰雲濃度から、放出ガン
1．o

基本拡散式によって．！．(熱戦や､
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議告書本文において人的被害に関.して引用した文献(本文末尾リスト
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